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2020 年 5 月刊）は，大学人ヴェーバーの事績にかんして，常軌を逸した歪曲を敢行し，実際
の彼の姿とは正反対の虚像をつくりあげるとともに，ドイツ大学史をもひどく歪曲している。
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闘争で
もあった（上山安敏 1966: 236 ～ 237 頁）。自治的に振るまう学部は，人事において官側の容
喙を排除することに努め，官側の求める官房学の方向づけを退け，むしろ実務から分離された
理論を重視した（前掲書 : 275 頁）。実用性と現実政治から遊離することによって知の牙城を確
保した大学は，まさにそれゆえ









の」でありつづけたのである（高柳信一 1983: 25，149 頁）。
一方，文部官僚たちは，こうした大きな制約下にある「自由」すら等閑視した。とりわけフ
リードリヒ・アルトホフは，生涯にわたって，大学の自治の意義をけっして理解しようとしな





































立し，優秀な者の待遇が向上していった（潮木守一 2008: 108 ～ 110 頁）。
省間・官僚間の確執―フライブルク問題の重要な伏線―
ドイツ帝国（ドイツ第二帝政）において，文部行政は，各邦国の主権事項であった。したがっ
て，ある大学教員が，邦国 A が管轄する大学から，邦国 B が管轄する大学へと移籍するさい
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かんする認識が欠けていた



































になり，それにともなって，後任補充が必要になった。学部教授会が 1893 年 2 月 24 日に承認
した推薦書では，フリードリヒ・フライヘル・ヴィーザーとマックス・ゼーリングが候補に挙
げられていたが，招聘は実現せず（Biesenbach 1969: 200），その後アルンスペルガーは別の人





る。それが 3 月 3 日付申告書であり，アルトホフは，この申告書にメモを添え，そこに「まち
がいなくマールブルクにとって最適の人物」と書きつけている（MWGII/2: 323f., MWGI/13: 
344）。この申告書はマールブルク大学のため
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のものである（4）。また，3 月 16 日付妹クラーラ
宛書簡のなかで，ヴェーバーは，自分がマールブルクかエルランゲンの准教授になる可能性を
示唆している一方で，ベルリンの件にはまったく触れていない




3 月 16 日の時点でまだ発生していなかった
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と判定できる。







ろう（5）。この情報を得たアルトホフは，3 月 25 日付で，この件について，アルンスペルガー
にあらためて問いあわせている。アルトホフのこの書簡は遺されていないが，これを読んだア
ルンスペルガーは，3 月 31 日付で，アルトホフに返書を送っている（6）（GStAPK/VI.FA-B3（2）: 
97a-b）。これは，フライブルク招聘案件にかんする最初期の重要史料である。書簡の冒頭に，
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者である（7）。したがって，筋としては





重要だとわかっていた（8）。実際，この文面から察すると，アルトホフは，3 月 25 日付書簡の
なかで，なぜアルンスペルガーが直接ベルリンに来ないのかと難詰したようであり，アルンス
ペルガーは，慎重に言葉を選びながら弁明している。
さしあたりここで確認しておくべきは，① 1893 年 3 月 19 日前後に，バーデン側がヴェーバー
に接触を図ったこと，②バーデン側は，ヴェーバーのフライブルク招聘計画を，3 月 25 日以
前にアルトホフに伝えたこと，③この計画にたいしてアルトホフが不快感を抱いていること，
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をしている。アルトホフは，それを，おそらく週明けの 3 月 27 日（月）









5 月は 1893 年夏学期の授業開講時期であり，3 月末に人事を決めて，5 月にもう准教授とし
て勤務しはじめるというのは，非常にタイトなスケジュールなので，その可能性は低い。むし
ろ，7 月末か，秋の冬学期開講前（10 月頃）に確定するのだろうとヴェーバーは踏んでいる。
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を
増設し，そこにヴェーバーを就けるなら，バーデン側はそう簡単にはヴェーバーを引き抜くこ
とはできないだろうと踏んだのである。こうして彼は，3 月 25 日付書簡において，アルンス
ペルガーがヴェーバーのフライブルク招聘手続をすすめていくことを容認するかのように






































常設 あり あり あり あり
②員内嘱託教授：政府任命，学部雇用
etatmäßiger Honorarprofessor
特設 あり あり あり あり
③員内准教授：政府任命，学部雇用
etatmäßiger außerordentlicher Professor
特設 あり あり あり あり
④員外准教授：学部任用
nichtetatmäßiger außerordentlicher Professor
非常設 なし あり あり あり
⑤私講師：学部任用
Privatdozent
非常設 なし あり あり あり
⑥客員嘱託教授：学部任用
nebenamtlicher Honorarprofessor
特設 なし あり なし なし
⑦正嘱託教授：学部任用
ordentlicher Honorarprofessor
特設 なし あり なし あり
（緩和 ?）
注：①②③が「雇用」であるのにたいして，④～⑦は，固定俸のない「任用」である。
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，正教授の任務を分散させる目的で








しかし，員内准教授に与えられる俸給は非常に低い。1897 年 8 月 19 日の政令によると，プ
ロイセン（ベルリン大学以外）の員内准教授の初任給は 2000 マルク，ベルリン大学は 2400 マ
ルクである（Eulenburg 1908: 128）。1910 年のそれは（ベルリンとそれ以外との区別なく）
2600 マルクである。これにたいして，1910 年のベルリン大学正教授の初任給は 4800 マルクで
あり，員内准教授がこの額にまで昇給するためには勤続 20 年を要した（Busch 1959: 99）。政
府が，正教授ポストを増やすことを忌避し，員内准教授職でやりくりしようとする理由がここ
にある。政府にとって，員内准教授職は，教員を安く雇用する方策のひとつ




















































ク大学員外准教授に任命し，翌年には員内准教授に任命する（Plaut 1927: 211, Gundlach, a. a. O.: 
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―結局は使い捨ての憂き目に遭う―員内准教授職に就こうと
いう意欲を失った
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。この人事が発議される二年ほど前に，彼は，私講師の不安定な境遇につい
て，もしも「金銭的な自立性が確保された地位」があれば，「学問研究に向かう内的な落ち着き」
を得られるのにと嘆いていた（1891 年 1 月 3 日付ヘルマン・バウムガルテン宛書簡，
MWGII/2: 228）（20）。アルトホフ＝ラーバント同盟とベルリン大学連合（シュモラーを含む）
との紛争にわざわざ
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。そのことを端的にしめしているのが，このヴェーバーのケースである。
ヴェーバーは，5 月 30 日付および 6 月 6 日付マリアンネ宛書簡において，自分の准教授職
への就任はゴルトシュミットの健康状態と関連づけられているが，彼の動静が不確定であるた
め，就任がどれだけ先延ばしになるかわからないとしている（MWGII/2: 392, 397）。この時点
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では，ベルリン大学法学部における自分の処遇についてあれこれ考えていることがわかる。















思われる。ようやく 7 月 6 日の学部教授会で承認された推薦リストでは，第 1 位ヴェーバー，
第 2 位カール・ヨハネス・フックス，第 3 位ヴァルター・ロッツとされている（Biesenbach 
1969: 200f.）。その後大学評議会がバーデン政府に宛てた 7 月 14 日付申請書では，ヴェーバー
が特記され，彼を招聘するようつよく要望されている（GLA235/43005）。
哲学部は，評議会から政府への申請を待たず，ヴェーバーに，招聘手続に入ったことを伝え
る。彼は，7 月 14 日付で，「たったいまフライブルクから報せが届いた。僕の招聘はほぼ確実
だが，この件はなお 14 日ほど長引くとのことだ」とマリアンネに知らせている（MWGII/2: 
429）。これについては，7 月 15 日付妹クラーラ宛書簡において，さらにくわしく次のように
述べている（ebd.: 430f.）。
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約束されるようなことが，―そんなことはないと思うが―〔この
カールスルーエの手続に〕先立って










7 月 17 日付マリアンネ宛書簡では，フライブルク人事がまだ最終決定をみたわけではない
としながら，「学部と，省の重立った人々とは，僕の招聘に賛成しており，したがってこの招
聘はいずれにせよほぼ確実だ」と述べ，家具の購入など，マリアンネとのフライブルクにおけ
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る
4
新婚生活のための算段をしている（ebd.: 432f.）。7 月 22・25 日付マリアンネ宛書簡では，ノッ
ク大臣がなお旅行中のため，進展がないことを告げている（ebd.: 435, 438）。7 月 26 日付母宛
書簡中では，自分がベルリン大学に「この学期末まで拘束されているにすぎない」と書いてお











でに 3 月 31 日付と推定されるアルンスペルガーからの書簡によって，フライブルク大学から
なかば公式に就任を要請されていたのを受け，フライブルクへの転出を決めた。彼が最終的に
決断したのは，フライブルク大学哲学部から就任を打診された 6 月 20 日頃




フライブルク大学評議会からの 7 月 14 日付申請書を受け，アルンスペルガーは，ヴェーバー
の移籍について，アルトホフとの交渉に入る。しかしこれはひどく難渋し，決裂へと至る。ア
ルトホフは，ヴェーバーをベルリンに縛りつけるための奸計を押し通そうとしたのである。
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を具体的に明示して
おり，これを事実無根のデマとして糾弾している（28）。
ヴェーバーは，翌 7 月 27 日付で，妹クラーラに次のように書いている（ebd.: 445f.）。
とにかく両親に，今朝アルトホフ氏から召喚状を受けとったことを伝えてほしい。しかし
明後日にならないと出頭することができない。この老いぼれた怪物が僕になにを言う必要が
















同じ 7 月 27 日付マリアンネ宛書簡では，「ちんぴら（Schnösel）枢密顧問官アルトホフから
の召喚を受けた」ので土曜日に出頭すること，フライブルクに，招聘決定にかんする問い合わ
せ電報を打ったことを伝えている（ebd.: 447）。
1893 年 7月 29日の会食：ベルリンで雇用契約済みという虚偽による奸計
7 月 29 日（土）に，ヴェーバーはアルトホフとの会食に臨み，二人のあいだで激しいやり





















た（LB1: 211, LB2: 229）。当然この日に決着はつかず，問題は一週間後に持ちこされた。
この書簡に記されているように，会食後，ヴェーバーは，フライブルク大学哲学部に勤務し
ている友人マルクスに宛てて電報を打つ。この電報の現物は遺されていないが，その内容は，
7 月 31 日に開かれた同大学哲学部教授会で報告されている。その議事録によると，それは，「ベ
ルリン在住の同氏〔＝ヴェーバー〕は，〔ベルリンで〕なんの義務も負わされておらず（sich 
zu nichts verpflichtet hat），当地〔＝フライブルク〕への招聘にただちに応ずるつもりである」
という内容であった（MWGII/2: 448, Anm. 3）。
この電報の内容と，7 月 26 日付母宛書簡の訳出した最後の段落とを重ねあわせると，アル
トホフが仕組んだ驚くべき奸計が判明する。ヴェーバーの真意は，フライブルク赴任をつよく
希望しており，フライブルクがベルリンよりも先に正式招聘をすれば無条件に
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フライブルクに
行くこと（真意①），ベルリンでは 1893/94 年冬学期以降の契約をまだ結んでいない





















1893 年 8月 5日の会見：ヴェーバーの確認書兼暴露書簡
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である（ebd.: 450f.）。


















4 4 4 4 4
小職宛の〔フライブルクからの〕招聘状が郵送中であるという事
態が―小職の思料するかぎりではまったくありえないと思われますが―もしもあると
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当にベルリンに束縛している明白な証拠
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である。















いるケースにたいするアルトホフの介入が露骨である（野﨑敏郎 2011: 208 ～ 210 頁）。
（2） 　フライブルク大学移籍問題の概略は，すでに拙著『大学人ヴェーバーの軌跡』（2011 年刊）第 1







（3） 　1893 年 12 月 13 日付哲学部意見書のなかでこのことに触れられている（GLA235/43005）。
（4） 　ところが，『全集』第Ⅱ部門第 2 巻においては，この申告書がなにかベルリン大学のためのもの
であるかのような解説が与えられており（MWGII/2: 320），第Ⅰ部門第 13 巻の記述（S. 344, Anm. 
11）との齟齬が生じてしまっている。明らかに第Ⅰ部門第 13 巻の記述が正しい。
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書の日付が 3 月 25 日であることと完全に符合する。
 　なお，シュモラーがこの件をアルトホフに伝えた可能性もある。
（6） 　この書簡は 1894 年 3 月 31 日付ではないかとも疑われるが，年に記されている数字は，明らかに































（9） 　この書簡は，1936 年にマリアンネ・ヴェーバーによって公刊されており，以来，1893 年 4 月 28
日付とされてきた。拙著『大学人ヴェーバーの軌跡』（2011 年刊）においても，4 月 28 日付書簡と
して扱った。しかし，『マックス・ヴェーバー全集』の当該巻（2017 年刊）の編集者による入念な
考証の結果，この書簡は 3 月 28 日付であることが判明した（MWGII/2: 329）。筆者もこれに従っ
て再考証をおこなう。
（10） 　元法学部長であるエルンスト・エック（法学部教授）は，ラーバントと親しく（Laband 1980: 
99），またヴェーバーの学位論文の審査に加わっていた（MWGI/1: 105）。彼は，当該案件において，
アルトホフ，ラーバント，ヴェーバーと，法学部との橋渡し役を務めている。







一部）を用いて，すでに拙稿中でその概略と要点とをしめした（野﨑敏郎 2016-（2）: 32 ～ 36 頁）。
ドイツ大学行政史の理解にとって，アルトホフの展開した権力闘争の実相を解明することは重要で
あり，いずれくわしく論じてみたい。




し員内（俸給つき）の准教授職（eine reguläre oder etatmäßige（bedoldete）außerordentliche 










ン・レフマンは，私講師として 4 年間，員外准教授として 31 年間勤務した後，1901 年に員内嘱託




めされ，バーデン法務・文部省は，6 月 6 日付で，この代講にたいする特別手当 700 マルクをレーザー
に支給している（UAH/PA1853）。
（17） 　ただし，パーシェはその後しばらく教授職に留まっている。そのあいだに，もうひとりの経済学
教授ヨハン・カール・グラーザーが 1894 年 7 月に亡くなったため，ラートゲンは，結局グラーザー






げる（野﨑敏郎 2016: 5 ～ 41 頁）。その問題意識の淵源がここにある。
（21） 　ゲオルク・フリードリヒ・クナップの書簡は，ヴェーバーの人物と業績にかんする鑑定書および
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，アルトホフとシュモラーとが結託してい
るようにみえている
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からである。しかし，アルトホフが押し通そうとしているラーバントのベルリ




アルンスペルガーから，このデマの内容について知らされている（LB1: 211, LB2: 229）。
（28）この箇所の正確な読解（および当該箇所の従来の誤読・誤訳）についてはすでに詳細に検討した（野
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